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Jenkins（2000）とWalker（2010）に細述さ
れている所謂reduced pronunciation syllabus
としてのLingua Franca Core（LFC）であり、
概ね以下のようなものである：
１．individual consonant sounds： all the 
English consonants except //, /ð/, dark 
/l/, etc.
２．groups of consonants（cluster）: at the 
beginning & in the middle of the word, 
aspiration of word initial /p/, /t/, /k/, etc.
３．vowels: long/short contrast, etc.
４．nuclear stress placement : essential
　然るに、このシラバスは所謂multilingual 
society（多言語社会）における様々な英語の
アクセントが混じり合いL1話者の英語が少
数派である英語使用の世界（English as a 
Second Language）を前提とするものであり、
日本人が置かれているようなL1話者との接
触も大きく更に学習の目標がL1話者タイプ
の 英 語 で あ る 状 況（English as a Foreign 
Language）にはフィットしない面がある。
　このようなことから、この小論では、先ず
　Communicative Teachingの手法が授業の中
心を占めることが要求されつつある中学・高
校の英語教育に於いて、発音指導の領域では、
International English, World Englishのような
考え方の進展を受けて、現実的には次の２点
を踏まえた方向性が求められている。
１． 伝 達 の 目 的 で、 発 音 上 の‘minimal 
essentials（必要最小限度の音声項目）’
とされるものを、‘accent addition（母語
への英語音声体系の追加）’という発想
を以て教える；
２．Minimal essentialsを超える項目について
は、‘accommodation skills（話し相手に
よって適切な伝達を維持出来るように自
分の発音を調整する能力；適応・調整の
技術）’の開発を行うと同時に、学習者
の必要に応じてさまざまなL1（英語を
母語とする話者）アクセント及びL2（第
二言語としての英語）アクセントに関す
る受信能力を開発し、変更するか否かを
学習者に任せる。
　この考え方に基づく最も有名な提案は、
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x［best］ x  > /vest/; 語尾で撥音となり、
母音間で鼻母音化する/n /も/-ŋk, -ŋg/以
外のあらゆる環境で歯茎音とするよう
指導： e.g. man  x［maɴ］ x > /mæn/,  ran 
out  x［raãaut］ x;  x［raɴaut］ x > 
/rænaut/, etc.。但し、bang＝［baɴ］の
ように、日本語の習慣が無破裂の［ŋ］
のように響く場合は当面そのままにし
て置く。
　－ 語頭無声破裂子音の /p,  t ,  k/に伴う
aspirationに つ い て は、 教 え る が、
teachabilityの問題があることから、指
摘を繰り返すに留める:
 e.g. pike – bike ［phaik］ – ［baik］; teen 
– dean ［thi:n］ – ［di:n］, etc.。
　－ Affectiveな理由からも/l, r/の区別を重視。
また、functional loadの観点からは重要
性の薄い/θ, ð/（Brown, 2014: 204）も
同じ理由で含めるが、指摘に留める。
　2.　Consonant clusters
　－ 語頭の子音連続と第一強勢の位置の組
み合わせについて十分に学習し、子音
連続間に多少の母音の陥入があっても
意味の伝達に支障のない範囲を目指す: 
e.g. trolley x［╹toroli］ x > ［to╹roli］（≑ 
/╹trɒli/）; dragon x［╹doragon］ x > 
［do╹ragon］（≑ /╹drægən/）, etc.。
　－ 語中の子音連続についても、母音の陥
入を押さえ、省略の無いように指導す
る が、 語 尾 の 子 音 連 続 に 関 し て は、
faito（ﬁght）, toppu（top）のようにo, 
uを追加する方式の是正以外は、当初は
触れない。
本井（forthcoming） で提案している日本人向
けのreduced pronunciation syllabusとはどの
ようなものかについて再度確認した上で、そ
うしたシラバスを用いてコース編成や授業の
構成を行う際にどのような事柄に注意し、教
師は何を成すべきなのかということについて、
若干の検討を行ってみたいと考えている。
１．日本人向けのreduced pronunciation 
syllabusはどのようなものか
　本井（forthcoming）では日本人学習者に
合ったreduced pronunciation syllabusとその
運用の問題について一定の検討を加えた結果、
以下のような大枠の提案（試案）を行ってい
る：
　1.　Consonants
　－ 英語の全ての子音音素は以下の25音素
であり、/（＝hw）/を使わない話者
は24音素となる： /p, b, t, d, k, g, ʧ, ʤ, f, v, 
θ, ð, s, z, ∫, ʒ, h, m, n, ŋ, l, r, w, ʍ, j/。基
本的には、全ての子音の習得を目指す。
　－ 母音［i］の前に置かれる/s/, /z/, /t/, /d/, 
/n/, /h/の硬口蓋化音［ɕ］,［ʑ］,［ʨ］,［ʥ］,
［ɲ］,［ҫ］の英語音への改善を目指す。
　－ 母音［u］の前に置かれる/h/のerrorで
ある［φ］の改善も目指す。又、同じ
位置にある/t/のerror［ʦ］の改善を含
める e.g. who x［φu:］ x > /hu:/; two 
x ［ʦu:］ x >［thu:］ etc.。
　－ 母音［i］の前に置かれる /j/ と［u］の
前に置かれる/w/の脱落防止の指導：
 e.g. yeast［i:st］⇔ east ; woos［u:z］⇔ooze。
　－ /v, b/も一部伝達上の問題を引き起こす
も の を 中 心 に 取 り 扱 う： e .g .  vest  
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きるよう指導する。
　－ イントネーション･グループの切れ目を
重視。また、tonic syllable（音調核＝
下記の➘記号の音節）の位置については、
‘対照’の表現と‘旧情報―新情報’の
区別について指導する: 
 e.g. ＝ ❘There’s a blue ➘FORD coming.❘ 
＝ ❘It’s a ➘RED ford.❘ 
 (contrasting ‘blue’ and ‘red’);
 ❘My name’s ➘WELLS.❘　 ❘➘PETER 
wells.❘ 
 (old-new information: “Wells” = old in 
the second sentence)。
 但し、リズムとそれに関係する/ə/の習
得については、中・上級レベルで習得
状況を見極めて無理の無い習得を目指
す。
　－ Toneについては、rising, falling, falling-
risingの３種類を教えるに留め、発音練
習に多くの時間を掛けない： 
 e.g. ❘She has a ➘BOOK.❘（発話終了の
表示）; 
 ❘She has a ➚BOOK.❘（発話の継続を表
示 = question） > ❘➘YES.❘（発話終了の
表示 ＝ answer）; ❘She has a ➘BOOK➚.❘
（何らかの含意の表示）。当初はrising, 
fallingの２種類で指導を始めても良い。
＊子音・母音とも意味の区別が付き、通じる
範囲の音質については煩く指導しない。但
し、clim（b）, （k）nowのような子音の脱落
を伴わない綴字発音については、学習期間
　3.　Vowels
　－ a, i, u, e, o の５母音システムを基本に、
長母音と短母音を明確に区別すること
から始める。これはInternational English
の母音システムであり、intelligibilityが
確保できることが分かっている上に、
長短の音量の区別を加えることで得ら
れるシステムは短母音の/o/を/ə/に変更
す る こ と に よ り、Amalgam English
（Gimson, 1978; Cruttenden, 2001, 2008, 
2014）で示した、下記の母音及び２重
母音のシステムと似たようなものとな
ることから、次の発展段階への足掛か
りとしても十分と思えるからである：
　　  １．Short vowels /ɪ, e, æ, ʊ, ə/
　　  ２．Long vowels /i:, e:, ɑ:, ɔ:, o:, u:/ 
　　  ３．Diphthongs /aɪ, aʊ,（ɔɪ）/ （ɔɪはaɪで
代用可能; 筆者追加）
 次の段階では、/æ-ʌ-ɑ:/の音質の違いに
注意を向ける: e.g. cap – cup – carp, etc.。
特 に/æ-ʌ/の 区 別 の 重 要 度 は 高 い
（Brown, 2014: 204）。その他の違いは
accommodation skillsの発達と歩調を合
わせる。
　－ 但し、/ɜ:/は習得に困難を伴う母音であ
ること及び伝達上の問題につながる場
合も多いことを考慮し、早目の習得を
目指す: e.g. work/walk, bird/bard, birth/
bath, etc.。
　4.　Prosody
　－ 語強勢に関しては、上記のConsonant 
Clustersの問題と絡むことから、第一強
勢について、意識して、実際に発音で
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うとする時、発音は提示の順序を決め、指導
時間を確保することが困難な上に、その成否
は学習者の attitude（この問題に対する基本
的態度）に大きく左右される領域なのである。
　ここでは、上記のような事柄を念頭に、
‘コース・授業の計画を立てる際の留意点’
について検討したい。
2.1　コース・授業の計画を立てる際の留意点
　発音の領域の発達段階について、Jenkins
（2000）は、以下のような‘stage’としての
５段階を想定している。即ち、
　“１．addition of core items to the learner’s 
productive repertoire
 ２．addition of a range of L2 English 
accents to the learner’s receptive 
repertoire
 ３．addition of accommodation skills
 ４．addition of non-core items to the 
learner’s receptive repertoire
 ５．addition of a range of L1 English 
accents to the learner’s receptive 
repertoire”
（Jenkins, 2000: 209-211）
という学習者のL1音声システムへの英語の
システムの段階的追加であるが、これは学習
者の英語学習の到達レベルに着目し、初級レ
ベルから上級レベルに至る段階を基にした区
分である。そして、この考え方は、イギリス
に於けるような、L1話者の世界にL2話者が
入り込んで行くような社会におけるEnglish 
as a Lingua Franca（ELF）的言語習得の状況
で、且つcommunicative activityが支配的な授
業運営の世界で、より良く実現するものと云
全体を通じて注意を喚起する。
　筆者は、ほぼ日本人学習者のみで構成され
るクラスで行われる中等教育レベルの英語学
習に関しては、使用される教科書に基づく学
習計画の中に上記のようなシラバスに基礎を
置く教材やタスクを埋め込んで行くことが最
も現実的な方向であると考えている。
２．Reduced syllabusはどのような形で
現実化され得るか
　 上 記 第 １ 節 で 取 り 上 げ た 所 謂reduced 
syllabusを実際の授業の中に具体化するとい
う問題に取り組む際に、次のことが問題とな
る：
　１．発音は語彙・文法のように項目を制限
しながら教えることは難しい。教師が
口を開けば、即学習者は全ての特徴を
含むトータルな発音に晒されるからで
ある（Brown, 2014: 171）。
　２．授業では、教師は一般に５分、10分、
あるいは 15分程度の時間を割くこと
しかできない上に、明確に進歩してい
るという感覚が得られ難い。従って、
指導や学習が成功しているかどうかの
基準は教室外、コース外での長期的な
改善にあることが明らかになっている
（ibid.: 178）。
　３．発音学習の成功は、①教師による指導、
②学習者による学習と③習ったことを
実際に使うことの３要素が大きく関
わっている（ibid.: 176）。
現実的に運用可能な知識・技術として教えよ
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で、 話 し 相 手 に 合 わ せ て 発 音 を 変 え る
phonological accommodationの概念について
周知し、学習者が遭遇するEFLアクセントの
特徴に関する意識を高めることとしている。
また、Phase 2では、他の聞き手にとって自
分の発音のどの特徴が問題を引き起こすのか
に関する意識を高め、余り馴染のないEFLア
クセントやL1話者の標準的アクセントに関
しても何等かの手引きをする。更に、ここで
はnegotiation of meaning（伝達困難の際の意
味の明確化）を有用な方略として教え、発話
の際にaccommodation skillsが使えるよう訓
練する。最後のPhase 3では、非標準のL1話
者アクセントについて学ぶと同時に更に
negotiation of meaningの技術に磨きを掛ける
という方向性を打ち出している。
　しかし、monolingual（単一言語）の学習
者が集まる日本の教室の場合、Walker（ibid.: 
92-93） も指摘するように、日本語訛の発音
の方向に一致する傾向が強くなるという問題
がある。皆が同じ問題を持つ発音で話すこと
になり、multilingual（多言語）の学習者が
集まる教室で起こる、ある程度世界で標準と
されるような方向に一致するという現象が起
こらないからである。このことから、Walker
が主張するように、‘①学習者の発話の録音と
それに対するフィードバック’及び‘②録音
の視聴等を通じた様々なアクセントの英語へ
の接触強化’を行うことが妥当と思えるが、
筆者はこれに加えて適切な時期に適切な回数
の‘③tutorial（個別指導）を行って学習者
の目標や動機づけの問題についてアドバイス
を与える’ことが必要と考えている。
　Walkerのphaseのリストに関しては、詳細
にはWalker（ibid.）を参照して欲しいが、筆
者は、日本人向けのシラバスが第1節で述べ
える。これに対してWalker（2010: 142-143）は、
より緩やかに英語学習を行うEnglish as a 
Foreign Language（EFL）的環境では、学習
者は各自異なる発達段階に到達した状態で教
室に来るということを指摘した上で、伝統的
に授業で扱われて来た‘phase’としての３
段階を提示し、各段階に上記のLFCの４要素
に加え、broad aims（大まかな方向性）と
accommodation skillsに関する項目を追加し
た指導マニュアルと云えるものを提案してい
る。その内容は、
　Phase 1：English as a Lingua Franca（ELF）
の概念の学習者への浸透と発音学
習に関する示唆を与える。LFCの
core項目の中から選択したものを
学習者の発信・受信両方のレパー
トリーとして追加。
　Phase 2：LFCの能力に関するまとめをし、
様々なELFアクセントの知識を学
習 者 の 受 信 能 力 に 追 加。 ま た、
accommodation skillsの 概 念 の 導
入。
　Phase 3：LFCの範囲を超えて学習する。具
体的には、non-coreの学習項目を
受信能力のレパートリーとして追
加し、様々なEFLのアクセントに
関する精通の度合いを増す。また、
様々なL1話者アクセントに関す
る情報を受信能力の一部として追
加。
（Walker, 2010, 142-143よりBroad Aims
の部分を筆者要約）
というものである。
　Accommodation skillsに関しては、Phase 1
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4 Phasesの表
Phase
Items
Phase1 Phase 2 Phase 3 Phase 4
中学１・２年～（３年） 中学３年～高校２年 高校２・３年～大学 高校３年～大学
大まかな方向性
Broad Aims ＆
Objectives
　Reduced Syllabusに
つ い て の オ リ エ ン
テーション。
　以下に挙げる項目
の発信・受信両方の
レパートリーへの追加。
　 綴 字 発 音 に よ る
errorについては常時
注意を向ける。
　Phase 1で学んだこ
とのまとめをし、CD
などで、主にアメリ
カ英語のアクセント
に接触しながら、自
身の英語音声体系を
作りあげる。
　L2アクセントが身
の周りに存在するこ
とも周知。
　A c c o m m o d a t i o n 
Skillsについて周知徹
底。
　Tutorialを 開 始 し、
アドバイスを強化。
　 綴 字 発 音 に よ る
errorについては常時
注意を向ける。
　Phase 2で学んだこ
とのまとめをし、自
身の英語音声体系の
完 成 を 目 指 す。 又、
様々なL1ア ク セ ン ト
について受信能力と
しての知識を増やす。
　L2アクセントにつ
いては、インド英語、
フィリピン英語のよ
うに接触の可能性の
高いものに関する知
識を増やす。
　文学作品の教材へ
の使用を検討する。
　Tutoria1を継続しア
ドバイスを強化。
　 綴 字 発 音 に よ る
errorについては常時
注意を向ける。
　Phase 3までに学ん
だことを整理し、学
習者自身のidentity／
imageとの関わりで英
語の音声体系を考え
る機会を増やす。
　より多くのL1・L2
アクセントに関する
知識を増やす。
　文学作品の教材へ
の使用を検討する。
　 必 要 に 応 じ て
tutorialを行い、アド
バイス。
　 綴 字 発 音 に よ る
errorについては常時
注意を向ける。
子音
Consonants
　母音［i］の前に置
か れ る/s/, /z/,/t/, /d/,/
n/, /h/の硬口蓋化の防
止。
　母音［u］の前に置
かれる/h/と/t/の改善。
　母音［i］の前に置
か れ る/j/と[u]の 前 に
置かれる/w/の脱落の
防止。
　/v/,/b/と/f/の習得。
　/l/,/r/の区別の習得；
/θ/,/∂/は指摘のみ。
　Phase 1で 扱って い
た項目については更
に強化。
　語頭無声破裂子音
の / p / , / t / , / k / に 伴う
aspirationの習得。
　母音間で鼻母音化
する/n/も歯茎音とす
るよう指導。
　Phase 1、2で扱って
い た 項 目 に つ い て、
習得が終っている場
合は、以後の変更等
に関して学習者に任
せる。
　Connected Speech
で起こる、同化・脱
落などの現象につい
て扱うが、受信能力
の領域に留める。
　学習者から質問が
ある場合、これには
答える。
子音連続
Clusters
　語頭子音連続と第
一強勢の組み合わせ
について十分学習・
母音の陥入を弱める
学習。
　話中子音連続につ
いても母音の陥入を
押さえ、省略の内容
に指導。
　語彙の子音連続関
しては基本的に触れ
な い が、o／uの 追 加
が起こる問題点は指
摘。
　語頭・語中・語尾
の子音連続について
総ざらいし、問題点
の克服を目指す。
　語中子音連続につ
いては、アメリカ英
語 のwaterの/t/>[r]の
ような細かい現象に
ついても受信能力の
問題として扱う。
　語尾子音連続に関
し て は C o n n e c t e d  
Speechで起こる同化
現象なども扱う。
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Phase 1 Phase 2 Phase 3 Phase 4
母音
Vowels
　 ５ 母 音 に つ い て、
長母音と短母音を明
快に区別。
　/3:/は早めに習得。
　重要度の高い/--
:/の区別を習得。
　学習者の好むL1ア
クセントがターゲッ
トとなっている場合
は、自然の習得に任
せる。
　/--:/の 区 別 の 指
導完了。
　二重母音について
も指導するが、習得
は学習者に任せる。
　学習者自身の母音
体系が確立している
場合は、それ以上の
指導をせず、自然の
習得に任せる。
　学習者自身の母音
体系が確立している
場合は、それ以上の
指導をせず、自然の
習得に任せる。
　学習者から質問が
ある場合には、これ
に答える。
プロソディー
Prosody
　 語 強 勢 に 関 し て、
第一強勢については、
意識して、実際に発
音出来るよう指導。
　Intonation Groupの
切れ目と無色の位置
の音調核について学
習。
　 音 調 核 で 起 こ る
toneの変化について
は、falling/risingの 学
習に留める。
Intonation Groupの 切
れ目の学習。
　音調核の位置につ
いては"対照"の表現を
学習。
　 音 調 核 で 起 こ る
toneの変化について
は、falling/risingに 加
え、falling-risingの 学
習をする。
　Intonation Groupの
切れ目の学習の継続。
　音調核の位置につ
いては“旧情報－新
情報”の表現を学習。
　 音 調 核 で 起 こ る
toneの変化について
は、falling/risingに 加
え、falling-risingの 学
習をする。
　談話の流れの中で
prosodyがどのような
役割を果たすかとい
う観点からの学習を
行う。
適応・調節の技術
Accommodation 
Skills
　 P h o n o l o g i c a l 
accommodationの概念
について説明;録音と
議論の重要性を伝え、
２つの活動を定期的
に行う。
　恒常的にdictationの
作業を行う。
　A c c o m m o d a t i o n 
Skillsに関して、自分
の発音の何が伝達上
の問題を引き起こす
かについての理解を
深める。
　録音と議論の継続。
　Dictoglossを 含 め、
恒常的にdictationの作
業を行う。
　伝達の成功の為の
調 整 機 能 と し て の
accommodation skills
という側面からの分
析・議論を強める。
　録音と議論の継続。
　Dictoglossを 含 め、
恒常的にdictationの作
業を行う。
　伝達の成功の為の
調 整 機 能 と し て の
accommodation skills
という側面からの分
析・議論を強める。
　録音と議論の継続。
　Dictoglossを 含 め、
恒常的にdictationの作
業を行う。
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を元に行われるとなれば、本井（forthcoming）
でも触れている、発音指導の為だけの教材は
必要ないという主張が意味を持つような
Communicative Teachingの世界の現状に対処
する必要があると同時に、授業時間内にはな
かなか難しい音声学関連の様々な知識の獲得
や 練 習 の 機 会 の 提 供 を 目 的 と す るself-
instructional modeによる学習の検討も行う
必要が出て来る。ここでは、紙数の関係もあ
り詳細な検討は別の機会に譲らなければなら
ないが、基本的な課題の整理をして置くこと
としたい。
　他の領域を扱う教材との“integration（統
合的に調和した教材の開発）”に関して、
Walker（2010: 144-146）は語彙学習の段階と
speaking practiceの段階をこうしたことが行
われるべきところと考えているようである。
また、Brown（2014: 171-172）はその方法と
してより整理された形で以下の3種類を挙げ
ている：
　１．“過去形・複数形”語尾のように使わ
れる形態素が含む音声がルール化され、
同種の音素である傾向の強い文法項目
との統合；
　２．“序数”のように特定の音素（/θ/）を
含む語彙が繰り返し使われる語彙範疇
の教材との統合；
　３．“レストラン”のように、料理に関わっ
て /i:/, /ɪ/ （e.g. beef, veal, ﬁsh, milk, mint, 
etc.）が多く使われるような場面設定・
話題との統合。
Walkerの余り系統性の無い主張や上記Brown
の３点を見ると、多少経験のある教師であれ
ば、こうした教材開発に関する方向性の提示
たようなものであること、及び“6-3-3-4制”
の日本の学制を考慮に入れた上で、Walkerの
phaseの考え方を採用し、試案としてp.p.44
～45に提示する‘4 Phasesの表’のような４
つのphaseに変えることを提案したい。
　この考え方では、Phase 1で‘何等かの形
でReduced Pronunciation Syllabusについての
オリエンテーションを行い、選択された項目
を発信・受信両方のレパートリーに追加する
こと’に重点を置いて大量の所謂speaking 
practiceを経験して話す能力の基礎を作るこ
と か ら 始 め る。Phase 2で は、reduced 
syllabusの内容の指導を完了することに重点
を置くと同時にaccommodation skillsに関係
する指導を本格化させるという方針で臨めば、
終了の段階で指導は一応一区切りが付く形に
なる。中学校３年段階でここまで進めば、高
校で本格化するPhase 3では、学習者が自分
自身の英語の音声体系を完成させる作業に重
点を移し、更に接触の多い複数のL1アクセ
ント及びL2アクセントの知識をある程度積
極的に増やし、accommodation skillsの強化
につなげることが出来る。高校の最終段階及
び大学での指導が想定されるPhase 4は、ブ
ラッシュ・アップの段階と位置づけ、以後発
音に関しては“自分らしさ”というidentity
に関わる領域と、“自信を持った話し手として
存在する（e.g. 銀行の出納係に相応しい話し
方等）”という意味でのimageの領域（Brown, 
2014: 158-159）で学習者自身のアクセントの
完成を目指す際に必要な知識や方向性を与え
るという作業に重点を置くことになる。
2.2　教材開発の問題とself-instructionの課題
　発音指導が上記のようなシラバスとその指
導マニュアルとでも言うべきphaseのリスト
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tongue twistersなどの繰り返し練習によって
英語の発音を身に付けるのではなく（Brown, 
2014: 171）、教室や実際の場面での大量の
speaking activityを継続する中で、結果的に
自 分 の 言 語 生 活 に 必 要 な レ ベ ル の
intelligibility（明瞭性）、idenitity（自分らしさ）、
image（他者に与える印象）を備えた（英語の）
音声に関わる情報を集め、教師のアドバイス
等も借りながら、母語に自分自身の要求に合
致した英語のアクセントを創造的に付け加え
るという考え方がある。ここには、従来から
ある‘間違いを取除く作業としての発音学習
及び指導’とは異なる、教える側の考え方の
変化があることも事実である。また、こうし
た 考 え 方 が 第 二 言 語 習 得 理 論 や
Communicative Teachingの考え方とも合致す
ることは明らかであることから、今後の発音
指導が向かうべき方向はここにあると云える
だろう。
　しかるに、この小論の議論からも分かる通
り、シラバス、指導マニュアル（phase）に
もまだまだ精密に検討するべき事柄のあるこ
とは明らかである。加えて、発音の為だけの
教材を超える教材を如何にして大量に準備す
るかという問題の解決に向けては、もっと教
材開発理論との関わりで研究を深める必要が
あると云える。また、learner training, strategy 
training等との関わりでも議論の進展が見ら
れ、学習者自身のアクセントの創造的な習得
に大きく関わる自主学習の問題については、
更に詳細に検討し、議論を重ね、自分の教え
る学習者との関わりでも教師自身が明快なイ
メージを持つ必要のあることも又明らかに
なったと云える。
が、必ずしもバラエティーに富んだ教材が容
易に準備出来る程広がりの大きいものではな
く、限界のあるものであることが分かる。如
何に開発のスコープを広げるかが課題である。
　 ま た、‘learner autonomy’ に 関 連 し て、
Kumaravadivelu（2006）は、言語学習の大部
分はある意味で自動的と言える活動であり、
自主学習の促進は重要な課題であるという意
味のことを述べている。この点で所謂self-
instructionと呼ばれる学習方法は発音指導の
分野でも習得の援助に貢献する有益な学習形
態と云えるし、Hedge（2000）は発音の分野
がself-instructionに最も適していると述べて
い る。 こ う し た こ と か らautonomyとself-
instructional materialsの開発は教師の重要な
仕事の一つということになる。
　Dickinson（1987: 5）によればself-instruction
の 定 義 は“the situation in which a learner, 
with others, or alone, is working without 
direct control of the teacher”であり、learner-
centered self-instruction（学習者中心とする
自主学習）とmaterial-centered self-instruction
（使用する教材を主とする自主学習）の２種
類が認められている。こうした指導方法の問
題や動機開発を含む自主的な学習を維持管理
するための様々な課題（本井, 2001）につい
ても十分な検討を行う必要があると云える。
３．結論として
　この小論では、日本人学習者向けのreduced 
pronunciaiton syllabusの試案についてある程
度細述した上で、実際に授業を行う上での指
導マニュアルともいうべきPhase 1～4の試案
についても検討した。そして、その背景には、
学 習 者 はaudiolingualismの よ う なdrillや
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